
 

 

 

 

 ５月９日（木）午後７時から、「第３回吉川地域における施設一体型

小中一貫校設置に係る地域協議会」を開催しました。  

小中一貫校設置に携わられた初代校長による講演をお聴きする

とともに、前回、委員からいただいた意見を集約し、事務局がまと

めた結果を報告・共有しました。  

また、学校用地については、設置に求められる諸条件を整理しながら、選定基準

案を提案するとともに、複数の検討すべき学校用地の状況整理を行いました。  

 
 

昨年度に引き続き、岩﨑正勝様に会長を継続してい

ただくことになりました。  

新年度になり、5 名の委員交代がありましたので、

新委員の委嘱と自己紹介を行いました。  

 

 

 

 

 「小中一貫教育の意義、期待できること」、「学校設置に向けて大切にしたいこと」

等を中心に、小中一貫校の設置に向けた取組及び初代校長（亀岡市立亀岡川東学園）

として学校を運営されたご経験をふまえて説明していただきました。  

講演のまとめ  

(1) ９年間のつながりある教育環境は、小・中学校教員による手厚さと柔軟性を  

 活かした効果の高い教育が可能。教員の指導力も上がる。  

(2) 教育効果が出るには時間がかかるが、それを補って余りある効果がある。  

(3) めざす児童生徒の育成に向けて、特色ある教科を新設できる（例：３年生か

らの「英語科」や「ふるさと科」の設定）  

主な質疑応答  

 (1) 亀岡川東学園の学校規模について  

   ⇒各学年は単学級であり、全校生は約 250 人である。学校周辺は、市街化

調整区域の指定がなくなり、住宅開発が進みつつある。  

(2) 小中一貫校の課題について  

  ⇒教育効果がすぐには表れないことである。児童生徒の交流機会の設定が

重要である。教員もそうであるが、じっくりと取り組めば取り組むほど効

果が期待できる。  

(3) 学校と地域が連携した行事について  

   ⇒自治会や子ども会主催の行事等は学校施設  

  を活用して行っている。  

(4) 教科担任制について  

   ⇒教員定数が定められている中、京都府の加  

  配や市独自の教員配置、校内の教員配置等  

の工夫で対応している。  
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１ 今年度の組織づくりを行いました 

２ 「子どもたちの笑顔あふれる学校づくりをめざして」と題して、亀岡市教育委員会   

川勝指導主事にご講演いただきました 

 



前回の協議会で委員から以下のテーマに関していただいた意見を集約し、事務

局がまとめた結果を報告・共有しました。  

(1) めざす児童生徒像について  

 ア  自己実現のための学力  

変化の激しい社会の中で、自分らしく生きていくために必要な学びやその学びに向かう姿勢  

  イ  豊かな人間性や人と関わる力  

他者への思いやりや関わりを通じて、人とつながり豊かな人間関係を築く力  

 ウ  健やかな心と体  

心身の調和のとれた成長とともに、自らの心身をコントロールし、力強く生き抜く力  

  エ  ふるさととつながる力  

豊かな教育環境や体験的な学びによる、ふるさとを愛する心  

 

(2) 大切にしたい教育内容と施設設備の在り方について  

 【大切にしたい教育内容】  

ア  ふるさと教育   イ  交流学習    ウ  英語・国際理解教育  

 エ  自分らしく豊かに生きていくための学び 

 【施設設備の在り方】  

ア  学びの視点・・・学びが広がる学校   

イ  生活の視点・・・ゆとりがあり、快適に過ごせる学校  

ウ  共創の視点・・・地域と共にある学校  

エ 安全の視点・・・誰もが楽しく生活できる安全・安心な学校  

オ  環境の視点・・・環境に配慮した学校  

 

(3) 検討すべき用地と選定基準について  

 ア  学校設置に関する重要事項  

   ・開校までのスケジュール  

子どもたちにとって望ましい教育環境の実現のためには、可能な限り

早期の開校が望ましい。  

   ・施設設備の精選  

      吉川地域の小中一貫校に求める施設設備の在り方を十分に精選しな

がら、子どもの未来につながる良い学校をつくる。  

  イ  用地選定基準（案）  ※多くの先進市町の基準案と同様の項目となりました。  

・広さ（土地面積） ・土地の状況 ・既存施設の状況 ・通学アクセス 

・教育活動への影響 ・防災 ・防犯 ・工事の影響  

  ウ  上記選定基準（案）に基づいた検討すべき学校用地８案の状況整理・共有 

・吉川小学校  ・吉川中学校  ・吉川高校跡地  ・吉川総合公園  

・複数の町内の広大地  ・吉川町公民館周辺  

 

※先進校視察（能勢ささゆり学園・東条学園小中学校）を行いました 

9 年間のつながりのある指導の実際や具体的な施設設備の在り方について、さら

に見聞を広めるため、委員の皆様とともに先進校視察を行いました。  

(1) 能勢町立能勢ささゆり学園（前期課程 270 人、後期課程 147 人）  

(2) 加東市立東条学園小中学校（前期課程 380 人、後期課程 164 人） 

   第４回地域協議会のお知らせ 

 

令和６年７月４日（木） 

吉川町公民館 19:00～ 

 

お問い合わせ

 

電話 0794-82-2000  

ホームページもご覧ください。 
https://www.city.miki.lg.jp/soshiki/89/ 
又は、「三木市  小中一貫教育」で検索  

３ 第２回地域協議会における各テーマに関する意見集約について事務局から説明を行いました 

 


